
古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
三
八

李
學
勤
著
、
小
幡
敏
行
譯
、
佐
野
光
一
閱
『
中
國
古
代
漢
字
學
の
第

一
步

古

字
學
入
門
』（
凱
風
社
、
一
九
九
〇
年
）

本
書
は
中
國
で
著
名
な
歷
史
學
・
古

字
學
家
で
あ
る
李
學
勤
氏
（
現
淸
華
大

學
出
土

獻
硏
究
與
保
護
中
心
敎
授
）
に
よ
り
、
中
國
の
古

字
の
初
學
者
に
向

け
て
執
筆
さ
れ
た
『
古

字
學
初
階
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、

史
知
識

叢
書
之
一
）
の
和
譯
で
あ
る
。
そ
の
章
立
て
は
、
一
「
古

字
學
と
は
何
か
」、

二
「
漢
字
の
形
・
音
・
義
」、
三
「

字
の
起
源
に
關
す
る
謎
」、
四
「
甲
骨
學
の

基
礎
知
識
」、
五
「
金

の
い
ろ
い
ろ
（
上
）」、
六
「
金

の
い
ろ
い
ろ
（
下
）」、

七
「
戰
國

字
の
硏
究
」、
八
「
紙
以
前
の
書
籍
」、
九
「『
小
學
』
の
寶
庫
」、
十

「
硏
究
の
方
法
と
心
得
」、
十
一
「
必
要
最
低
限
の
參
考
書
」、
十
二
「
十
五
の
課

題
」、
の
十
二
章
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
內
容
は
、
四
・
七
・
一
〇
・
一
二
章
に
つ
い
て
は
そ
の
章
名
が
示
す
通
り

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
章
に
つ
い
て
、
簡
單
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
一
・
二

で
は
、
古

字
が
ど
の
よ
う
に
昔
か
ら
硏
究
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ

る
。
三
で
は
、
新
石
器
時
代
に
陶
器
上
に
書
か
れ
た

字
と
思
わ
れ
る
符
號
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
五
・
六
は
、
靑
銅
器
に
鑄
造
さ
れ
た

字
で
あ
る
金

の
基
礎

知
識
が
記
さ
れ
た
章
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
樣
々
な
靑
銅
器
が
圖
入
り
で
紹
介

さ
れ
、
殷
か
ら
秦
漢
時
代
ま
で
の
靑
銅
器
と
そ
の
銘

の
特
色
を
解
說
す
る
。
ま

た
、
金

に
は
ど
の
よ
う
な
內
容
の
も
の
が
あ
る
の
か
と
い
う
事
例
が
、
西
周
・

春
秋
時
代
を
中
心
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
八
は
、
紙
以
前
に

字
を
書
寫
す
る
た

め
に
使
っ
た
、
竹
や
木
で
作
ら
れ
た
簡
册
と
白
い
絹
織
物
で
あ
る
帛
書
に
つ
い
て

述
べ
る
。
九
の
「
小
學
」
と
は
、
過
去
の
學
者
が
呼
ん
だ

字
の
硏
究
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の

字
學
の
硏
究
で
は
「
說

學
」
が
現
在
の
古

字
學
と
の
關
係
が

密
接
で
あ
る
た
め
、
後
漢
時
代
の
許
愼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
說

解
字
』
を
中

心
に
そ
の
內
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
一
は
、
甲
骨

・
金

・
戰
國

字
・

秦
漢
の

字
の
參
考
書
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、
中
國
の
參
考
書
が
中
心
で
は

あ
る
が
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
參
考
書
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
二
〇
〇
頁
を
少
し
超
え
る
分
量
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
古

字
を
學
ぼ

う
と
す
る
初
學
者
が
參
考
と
す
る
べ
き
基
本
的
な
事

が
數
多
く
書
か
れ
て
お

り
、
古

字
を
學
ぶ
た
め
の
入
門
書
と
し
て

適
で
あ
る
。

（
三
輪
健
介
）


